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1．はじめに
　本校は神奈川県横浜市のほぼ中央に位置する
場所にあり，今年で創立 96 年になる伝統ある
専門高校である。商業系（総合ビジネス科）と
工業系（総合技術科）が併設され，「商業と工
業との間でお互いに知識の交流をはかり，理解
と親しみを深め，さらに商工協力して工業技術
的な面と経営・経済的な面とに役立つ人材を養
成する」という開校コンセプトの元に設立され
た。
　現在，工業系は 1年次に総合技術科として一
括募集し，2年次から機械系・電気系・化学系
の 3系に，3年次には機械コース・電気コース・
化学コース・理工応用コースの 4コースに分か
れ専門的な学習を進めている。
　今年度の 8月に新校舎が完成し（写真 1），
新たな施設での生活が始まったばかりである。
新校舎の中で特徴的な施設の 1つとして「もの
づくり工房（写真 2）」がある。これは校舎 1
階にあり，機械工場でありながら冷暖房を完備

している。
一年間を通
して快適な
環 境 の 中
で，新たな
発想を持っ
た「ものづ

くり」を行うべく，機械系の生徒のみならず，
電気系・化学系の生徒や課外活動（部活動）の
活動の場となっている。

2．商業と工業を融合させる教育課程

・1年次…「ミックスホームルーム」と「もの
づくりとビジネス」
　1年次は，入学者選抜時には別々に募集して
いる商業系（総合ビジネス科）と工業系（総合
技術科）を 1つのクラスにするミックスホーム
ルームでのクラス編成を行っている。専門科目
はそれぞれに分かれての学習となるが，その他
の科目は商業系と工業系の生徒が同じ教室で一
緒に学習している。工業系の生徒は，自分の工
業の専門的学習だけでなく，商業の学習内容や
特色を知ることができ，良い交流の契機となっ
ている。
　1年次の総合的学習の時間を本校では「もの
づくりとビジネス」と呼んでいる。商業と工業
のそれぞれに関連する内容と，2つの要素を合
わせ持った内容を，商業系・工業系の生徒が共
に学習している。「ものづくりとビジネス」で
の特徴的な内容については後述する。
・2年次…「選択した系での専門的学習」と「キ
ャリア形成のための支援」
　2年次には生徒個々の興味・関心により選択
した系に進み，1年次に学習した内容を基礎・
基本として，より専門的な内容の学習を行って

商業と連携した工業教育の取組

神奈川県立商工高等学校　副校長　齋藤 和宏
写真1　新校舎の外観

写真2　ものづくり工房

16

　経済産業省の発表によると，今後の産業構
造・就業構造は，AI（Artificial・Intelligence：
人工知能）やビッグデータによって，様々な幅
広い分野に変革の動きが見られ，従来にはない
新しい価値を生み出すことが可能になると言わ
れている。その変革は，想像を超えるスピード
で想像を超える変革が起きる可能性があるとも
言われ，近年これを国際的に第 4次産業革命と
聞く。AIが人類を超えると予測される 2045 年
まで 30 年足らず，これからの最新科学技術は
どのように変化していくのだろうか。それらに
ついて様々な分野から答えてくれるのが本書で
ある。
　著者の海猫沢氏は，様々な職業を経た異色の
小説家である。著者は，ロボットや最新の機械
に「心」みたいなものを感じ，人と機械がどう
違うのか，分からなくなるような瞬間があり，
そのテクノロジーが人間の創造力を超え始めて
いることに危惧している。今，この世界では，
人間（生物）が機械化し，機械が人間（生物）
化しているのではないかという人間と機械の境
界線に疑問を持ち，最先端の科学者にルポを行
った。本書はルポであるので興味を持つところ
の拾い読みでもおもしろい。本書の構成は次の
とおりである。
第 1章　SR－虚構を現実にする技術
第 2章　3 Dプリンタ－それは四次元ポケット
第 3章　アンドロイド－機械はすべて人型になる
第 4章　AI（人工知能）－機械は知性を持つか
第 5章　ヒューマンビッグデータ－人間を法則

化する
第 6章　BMI－機械で人を治療する
第 7章　幸福学－幸せの定理を探る
　特に私は第 4章 AI（人工知能）－機械は知

性を持つか－に興味を持った。最近では，コン
ピュータが将棋や囲碁で一流棋士に勝利し，AI

は人間を超えたのかと期待と同時に不安も見え
隠れする。
　ルポでは，日本の人工知能研究の第一人者で
ある東京大学大学院工学系研究科特任准教授の
松尾豊氏に話を聞く。「人工知能は，特徴量を
取り出す。つまり，機械が得たデータのなかか
ら何を概念として取り出すべきかというのを機
械が自分で計算できるようになった。ディープ
ラーニングの功績です。」と述べる。具体的に
コンピュータに人間と同じように，その場の状
況を目で見て，自分で判断するようにプログラ
ムされ，自ら行動する。与える情報は見ている
情報だけで，このように大事な情報や特徴を自
動で学習してくれることを「表現学習」と呼ん
でいるそうだ。（著者はその装置を体験する。）
SF映画に出てくるロボットが想像される。
　また，松尾氏は，「将棋で勝つことを目的に
しても，従来コマがこういう場所にあるときに
はという変数を使って判断するしかなかった。
だから定義されていないことはどうしようもな
かった。しかし，（10 年後ぐらいには）それを
自分で見つける。今のディープラーニングの先
にはそういうことができるようになると思う。」
　さらに，著者が気になっていたコンピュータ
は心を持つことができるのかの問に対して，松
尾氏は，「特徴量を生成していく段階で思考が
必要で，その中で自分の状態を再帰的に認識す
る……つまり，入れ子構造が無限に続くとその
際に意識と呼んでもいいような状況が出現す
る」と言う。かなり難しい内容だが，機械が「意
識」を持つということは衝撃的である。
　各ルポにはその最先端科学の状況を著者の軽
妙な文章で分かりやすく書かれている。興味の
あるところから読まれることを勧める。
（講談社現代新書，291 頁，840 円＋税）　　（田中正一）

明日，機械がヒトになる
―ルポ最新科学―

海猫沢めろん　著
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いる。工業系の生徒は 1年が総合技術科である
ため，幅広い専門的知識の基礎・基本を学習し
ているものの，より深い専門的学習が行えてい
ないのが現状である。そのため 2年では専門教
科に選択科目を設けず，各系の専門的内容を厳
選した上ですべて必履修としている。
　2年次の総合的学習の時間を本校では「キャ
リアガイダンス」と呼んでいる。生徒が自らの
興味・関心により系選択をしたことで，生徒自
身が自己のキャリアについて考えやすくなるこ
の時期に，キャリア形成のための支援をするプ
ログラムを用意している。こちらについても，
特徴的な内容について後述する。
・3年次…「専門性を深化させるコースと上級
学校への進学を視野に入れた応用コース」と
「商業系の科目が選択できる選択科目」
　3年では各系から更に専門深化するコースと，
上級学校への進学のために普通科目を充実させ
たコースの 2コースから選択する。工業系の生
徒の進路先は，就職約 6割・進学約 4割であり，
以前と比較すると多くの生徒が大学等に進学す
るようになった。工業高校から上級学校に進学
した生徒の多くが抱える課題として，普通科目
において学習に追いつけず，進級等での障害と
なっていることが上げられる。そこで，普通科
目の割合を増やした理工応用コースを設置して
対応した。
　3年次の選択科目において，工業系の生徒も
商業の科目を選択可能としている。「簿記」や「経
済活動と法」等の科目を選択することができる。
これにより自分の専門分野のみならず，広い視
野を持った工業人の育成を目指している。また，
商業系の検定試験等を受検することも可能で，
卒業までに複数の商業系検定に合格する者もい
る。

3．総合的学習の時間における商品開発

　前述したように本校では 1年次に商業系と工

業系の生徒が 1つのクラスで学習しており，こ
の商業・工業ミックスクラスのメリットを活か
して特徴的な学習を行っているので紹介する。
　1年次の総合的学習の時間「ものづくりとビ
ジネス」において，商業科の科目にあり多くの
商業高校で実践的な取組が行われている「商品
開発」を，商業系の生徒のみならず，工業系の
生徒にも学習させている。これは，工業系の生
徒にも専門的な知識・技術を活用して開発され
る「ものづくり」だけではなく，消費者から求
められる商品を提案できる「ものづくり」を目
指すことを目的としている。
　昨年度は地元横浜のパン製造・販売業者とコ
ラボレーションして，「横浜」をイメージさせ
る調理パンを開発する取組を行った。これは，
生徒が商品コンセプトにあったパンのアイデア
を考え，業者側が調理の可否と設定価格から消
費者に受け入れられるものであるかを判定し，
選抜するものである。選ばれたパンは，業者が
製造し，業者の店頭や学校の文化祭等で販売す

写真3　コラボレーションして開発したパン
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各グループで商品コンセプトにあったパンを 1
つ考えることから始めた。まず，横浜の特産野
菜や果物，横浜発祥の食文化などを調査し，横
浜をイメージさせるキーワードを考えた。その
後，必要な食材と調理方法等から原価計算を行
い，価格設定を行っていく。最後にプレゼンテ
ーションのために模造紙に商品のコンセプトと
その詳細について記入して，クラス内発表を行
った。クラスでは代表 2グループを選抜し，最
終審査が行われる全体発表へと進んでいく。
　最終選考には実際にパンの製造・販売を行う
パン業者の方に審査をお願いし，各グループか
らのプレゼンテーションを行った。発表された
プレゼンテーションの中には工夫に富んだもの
もあり，演劇風のものや 2人の掛け合いで進行
していくものがあり，プレゼンの学習成果もあ
ったと思われる。審査の結果，最終的に 2つの
パンが選ばれた。
　選抜された調理パンが完成し初めて店頭で販
売する際に，考案した生徒たちが店舗に出向き，

る計画を
した。
　実際の
授業では，
1クラス
を 5 ～ 6
グループ
に分け， ができたようだ。また，本校の文化祭でも販売

した（写真 6）。

4．課題研究での商業と工業の連携

・おもちゃの救援隊
　課題研究の授業において，商業と工業が連携
して授業を行っている例に「おもちゃの修理」
がある。これは，近隣の保育園や幼稚園で園児
の保護者に呼びかけ，壊れて使えなくなってし
まったおもちゃを回収し，無料で修理してお返
しするものである。広報活動および接客を商業
系の生徒が担当し，修理および報告書作成を工
業系の生徒が担当した。
　商業系の生徒は受入園へのあいさつや園児の
保護者等へのおもちゃ修理の PR活動を行い，
おもちゃの回収と返却も行った。工業系の生徒
は回収されてきたおもちゃの修理を行うのだ
が，その内容は多岐に渡っており，苦労するこ
とも多くあったようだ。修理を終えたおもちゃ
について，その修理の状況等を報告書にまとめ，
持ち主への報告を行った。
　この学習により，工業系の生徒は自ら得てき
た知識・技術を活用する場と，自分の技術力の
未熟さを学ぶ場となり，多くの成果を得ること

実際に顧客に販売
した。店頭販売に
参加したことで，
直接消費者から感
想等を聞くことが
でき，商品開発の
楽しさを知ること

写真4　クラス内発表の様子

写真5　発表資料

写真6　文化祭での販売

写真7　修理作業中

ができた。
・知的財産権
教育
　工業分野に
おける「もの
づくり」を行
う上で，知的
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て立案し，工業系の生徒が試作品・製品の作製
を，商業系の生徒が市場調査や原価計算を行っ
た。

5．キャリア形成のための取組

　2年次の総合的学習の時間「キャリアガイダ
ンス」では，自己のキャリアについて考えても
らうため「他者の生き方を学び，自らの進路決
定に対する可能性や意思決定に活かすこと」を
目的として，進路ガイダンス「その道のプロに
聞く」を実施した。
　心理カウンセラー，スタイリスト，トリマー，

財産権に関する知識を正しく理解することは不
可欠である。また，商業においても工業製品を
扱う上で，知的財産権の正しい知識を得ること，
その管理や申請についての知識も必要になって
きている。
　この研究では，知的財産権の基礎知識を得た
上で，「ものづくり」を行う前に，製作する工
業製品の現時点で知的財産権を得ている製品と
の差異や，新たに得ることができる知的財産に
ついて確認する手立て，知的財産権の申請等の
方法について学習した。
　今回考案した製品は，印章部分を交換できる

渡る総勢19名のプロフェッショナルの方々に，
自らの体験を元に「学生時代になりたかった職
業」，「今の職業に就くまでの経緯」，「今の職業
に就いて思っていること」などを話していただ
き，先人から学ぶことで生徒自らが将来につい
て考えるようにしてもらった。実際にその道の
プロとして活躍されている方から話を聞くこと
で，生徒自らが，漠然としていた職業に対する
イメージを今まで以上に感じることができ，事
後の感想を聞いてみると，将来について考えて
みようという意欲の向上がみられる結果となっ
た。

6．おわりに

　本校の生徒を見ていると，商業系の生徒と工
業系の生徒はかなり異なっており，生徒の雰囲
気や学習への取組方法，学校行事等ものごとへ
のアプローチなどから，それを感じることがで
きる。
　従来，商業と工業は重なる部分は少なく，お
互いに補完し合うことで良い関係が構築できる
と思われる。しかし，近年は業務のグローバル
化が進み，多くの業務を 1人で担うこと（マル
チスキル）が求められている。これらが示すよ
うに，工業を担う人材も商取引のことは任せて
おけば良い時代ではないと思われる。簿記等の
事務処理までとは言いがたいが，ユーザーサイ
ドに立ったものづくりを行うことが求められて
いる。本校では，今後も商業と連携することに
より，今の社会から求められている工業人の育
成に寄与していきたいと考えている。
　神奈川県内でも 1校しかない商業との併置校
として，地域の方々とともにある専門高校を目
指しながら「商工高校が近くにあって良かった」
と思ってもらえる学校を目指して努力していき
たい。

写真9　その道のプロに聞く

写真8　交換式の印鑑

自動車ディー
ラー，雑誌編
集者，調理師
を始め，お笑
い芸人や葬祭
ディレクター
まで，多岐に

印鑑（写真 8）である。
これは多くの印鑑を持
ち歩く必要のある人
が，手軽に携帯できる
ものとして考案したも
のである。
　商業・工業が連携し
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